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◉企画にあたって

　近年，3歳児眼科健診に屈折検査を導入する自治体が加速度的に増え，要精査
のため眼科医療機関へ受診する児が倍増しています。またフォトレフラクション
法による視覚スクリーニング機器が普及して，3歳未満の乳幼児が小児科から眼
科へ紹介される機会も増えました。さらに生後1か月児健診の重点化が進められ
ている昨今，新生児，乳児期に起こる重症眼疾患を早期に発見することが重要な
課題となっています。
　さて，小児を診るときに，私自身が常に念頭に置いているのは，眼だけではな
く全身に注意を向けることです。特に乳幼児の眼疾患には，先天性，遺伝性疾患
や，全身疾患に関連するものが多いことが知られています。眼異常を疑われて早
期に受診した乳幼児に対して，初診の眼科医の診立てが予後を左右することがあ
ります。数年前のある日の外来のこと，両眼の眼痛で開瞼困難となったダウン症
の幼児が来院しました。何とか角膜を診て，偏食を聴取し，ビタミンA欠乏を察
知して的確に診断・治療できたことは，その後しばらくの間，私にとって一番の
喜びでした。長年小児を診てきても，いまだに万全とはいえませんが，小児と向
かい合うと，時に眼科医冥利に尽きる経験を積むことができると実感しています。
　自覚症状を訴えることができない小児を診るときには，さまざまな眼所見か
ら，全身疾患を想起して，積極的に関連する症状，発達状況，既往歴，家族歴，
生活習慣（食事，睡眠，運動，デジタルデバイス使用など）を聴取することが，
成人を診るとき以上に心がけたい点です。視覚の発達をチェックするだけではな
く，小児に声かけをして精神発達や聴覚を確認し，顔貌，体格や行動を観察しま
す。そして他科と連携をとることで，眼以外のさまざまな疾患の治療や管理に結
びつくことがあります。
　本特集では，眼所見からわかる全身疾患，もしくは，全身疾患に伴う眼異常に
焦点を当て，小児の診療に第一線で取り組む先生方に解説をいただきました。瞳
孔，視神経乳頭，水晶体，角膜，網膜，ぶどう膜，眼瞼・眼窩まで，さらに聴覚
と眼疾患について，小児を診るうえで大切なポイントに最新の情報や貴重な症例
が盛り込まれています。神経発達症と視覚障害については小児科専門医に解説を
お願いしました。大変な力作が揃っています。ぜひご一読いただいて，明日来院
する小児の診療にお役立てください。

仁科　幸子
国立成育医療研究センター眼科
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小児の眼と全身疾患
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